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ア
ー
レ
ン
ト
の
哲
学
に
お
い
て
社
会
と
社
会
的
な
る
も
の
の
概
念
が

も
つ
問
題
性
は
大
き
く
‘
研
究
者
に
よ
っ
て
そ
の
解
釈
と
評
価
が
行
わ

(
l
)
 

れ
て
い
る
。
社
会
と
社
会
的
な
る
も
の
に
つ
い
て
詳
論
し
て
い
る
『
人

間
の
条
件
』
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
「
社
会
は
構
成
員
が
唯
一
の
意
見
と

関
心
を
持
つ
―
つ
の
巨
大
家
族
の
構
成
員
で
あ
る
か
の
ご
と
く
行
為
す

る
こ
と
を
い
つ
も
要
求
す
る
」

(
H
C
,
3
9
,
 
4
1
)

と
言
い
、
「
画
一
主
義

は
社
会
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
」

(
H
C
,
4
1
,
 4
2
)

と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
哲
学
で
重
要
な
概
念
で
あ
る
活
動
に
つ
い
て
も
、

「
社
会
は
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
活
動
の
可
能
性
を
排
除

す
る
」

(
H
C
,
4
0
,
 4
2
)

と
述
べ
て
い
る
。

小
論
で
は
、
『
人
間
の
条
件
』
、
『
革
命
に
つ
い
て
』
、
「
市
民
的
不
服
従
」

を
中
心
に
し
て
、
社
会
契
約
説
と
社
会
契
約
に
よ
っ
て
成
立
す
る
社
会

は

じ

め

に

ハ
ン
ナ
・

ア
ー
レ
ン
ト
と
社
会
契
約
説

に
つ
い
て
ア
ー
レ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を
見
る
。
そ
し

て
、
『
人
間
の
条
件
』
で
の
「
社
会
は
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い

て
、
活
動
の
可
能
性
を
排
除
す
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
と
は
反
対
に
、
社

会
契
約
が
も
た
ら
す
社
会
は
複
数
の
活
動
す
る
個
人
に
よ
っ
て
可
能
に

な
る
こ
と
、
ま
た
、
人
々
は
社
会
契
約
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
社
会
に

権
力
を
与
え
る
が
、
そ
の
権
力
は
公
的
領
域
を
可
能
に
し
維
持
す
る
と

ア
ー
レ
ン
ト
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
思

(2) 

想
の
基
本
構
造
と
社
会
契
約
説
に
は
共
通
点
が
多
い
こ
と
を
示
す
。

ア
ー
レ
ン
ト
の
ロ
ッ
ク
解
釈

ま
ず
最
初
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
を
解
釈
し
て
い

る
か
を
見
る
。
契
約
説
の
思
想
家
で
、
『
人
間
の
条
件
』
、
『
革
命
に
つ
い

て
』
、
「
市
民
的
不
服
従
」
を
通
じ
て
重
要
な
の
は
ロ
ッ
ク
で
あ
り
、
さ

『
人
間
の
条
件
』
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
解
釈
と
約
束
の
概
念

黒

瀬

勉
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ら
に
、
『
人
間
の
条
件
』
で
の
社
会
的
な
る
も
の
の
歴
史
の
考
察
に
お
い

て
、
社
会
を
財
産
所
有
者
の
社
会
と
考
え
た
ロ
ッ
ク
は
重
要
な
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
る
と
、

社
会
的
な
る
も
の
が
台
頭
し
た
の
は
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
私
的
財
産

の
保
護
が
公
的
な
関
心
に
な
っ
て
い
く
の
と
同
時
で
、
社
会
は
財
産
所

有
者
の
組
織
と
い
う
か
た
ち
で
公
的
領
域
へ
入
っ
て
い
き
、
以
後
、
ギ

リ
シ
ア
時
代
の
公
的
領
域
と
私
的
領
域
の
区
別
が
消
滅
し
、
両
者
は
と

も
に
社
会
的
な
る
も
の
の
領
域
に
沈
没
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

(
H
C
,

6
9
,
 
6
6
)

。

ロ
ッ
ク
の
契
約
説
の
中
心
概
念
は
労
働
、
財
産
、
同
意
の
三
つ
で
、

こ
れ
ら
は
相
互
に
関
係
し
あ
う
概
念
で
あ
る
。
『
人
間
の
条
件
』
に
よ
る

と
、
ロ
ッ
ク
が
す
べ
て
の
財
産

(
p
r
o
p
e
r
t
y
)

の
源
と
し
て
の
労
働
を

発
見
し
て
以
来
、
労
働
は
人
間
の
活
動
力
の
中
で
最
も
評
価
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
ロ
ッ
ク
と
彼
の
後
継
者
た
ち
が
、
財
産
や
価
値
の
起
源
と

し
て
、
さ
ら
に
は
人
間
性
の
起
源
と
し
て
の
労
働
に
執
着
し
た
理
由
と

し
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
一
七
世
紀
以
降
に
財
産
や
富
な
ど
の
た
え
ざ

る
成
長
と
い
う
現
象
に
直
面
し
て
、
プ
ロ
セ
ス
（
過
程
）
の
概
念
が
新

し
い
時
代
と
学
問
の
キ
1
概
念
と
な
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
新
し
い
概
念
の
典
型
に
生
命
の
過
程
が
な
り
、
人
間
の
活
動

カ
の
中
で
労
働
が
生
命
の
過
程
に
最
も
合
致
し
て
い
る
の
で
、
労
働
が

最
も
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(
R
C
,

105, 
111)
。

ロ
ッ
ク
の
関
心
は
社
会
の
ル
ー
ツ
と
し
て
の
私
的
財
産
制
度
に
あ
り
、

生
き
て
い
な
い
。

彼
の
社
会
は
財
産
所
有
者
か
ら
な
る
社
会
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ

る
と
、
「
財
産
は
、
富
や
専
有
と
ち
が
っ
て
、
共
通
世
界
の
う
ち
で
の
私

的
に
所
有
さ
れ
た
分
け
前
を
示
し
、
財
産
は
人
間
の
世
界
性
の
た
め
の

も
っ
と
も
基
本
的
な
政
治
的
条
件
で
あ
る
」

(
H
C
,
2
5
3
,
 
2
9
2
)

。
し
た

が
っ
て
、
ロ
ッ
ク
が
私
的
財
産
で
理
解
し
て
い
る
も
の
は
、
共
通
世
界

と
接
触
が
あ
り
、
財
産
は
労
働
過
程
の
世
界
に
対
す
る
無
関
係
性
を
和

ら
げ
る
。
ロ
ッ
ク
の
財
産
所
有
者
の
社
会
で
は
、
労
働
者
の
社
会
あ
る

い
は
消
費
者
の
社
会
と
ち
が
っ
て
、
人
間
の
配
慮
と
懸
念
の
中
心
に
世

界
が
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
考
え
で
は
、
財
産
は
世
界
の
中
で
の
安
定

性
を
与
え
る
も
の
だ
が
、
歴
史
的
に
見
る
と
、
宗
教
改
革
時
代
の
土
地

収
用
以
来
、
財
産
が
与
え
る
世
界
の
安
定
性
は
専
有
や
生
産
の
過
程
で

掘
り
崩
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
ロ
ッ
ク
の
場
合
、
ま
だ
世
界
喪
失
に
い
た

っ
て
い
な
い
。
人
間
を
「
労
働
す
る
動
物
」
と
規
定
し
、
生
命
の
過
程

に
合
致
し
た
活
動
力
と
し
て
の
労
働
論
を
徹
底
的
に
展
開
し
た
の
が
マ

ル
ク
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
考
え
で
は
、
こ
の
「
労
働

す
る
動
物
」
の
理
念
が
現
実
に
な
っ
た
の
が
消
費
社
会
で
、
そ
こ
で
は

物
は
現
れ
る
と
す
ぐ
に
、
む
さ
ぼ
り
食
わ
れ
、
使
い
捨
て
ら
れ
、
物
が

現
れ
て
は
消
え
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
永
遠
に
繰
り
返
さ
れ
る
。
こ
れ

が
ア
ー
レ
ン
ト
の
言
う
世
界
喪
失
で
、
そ
こ
で
は
人
は
も
は
や
世
界
を
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『
人
間
の
条
件
』
に
お
け
る
約
束
の
概
念

一
九
五
八
年
の
『
人
間
の
条
件
』
で
は
、
「
契
約
説
」
と
い
う
語
は
使

用
さ
れ
て
は
い
る
が
、
詳
し
く
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
ア
ー
レ
ン
ト
が

論
じ
て
い
る
事
柄
の
な
か
で
、
社
会
契
約
説
に
関
係
す
る
の
は
約
束
の

概
念
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
社
会
契
約
説
の
理
解
と
受
容
の
仕
方
の

特
徴
が
で
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
約
束
に
関
す
る
考
察
を
見
る
。

活
動
が
始
め
る
過
程
の
不
可
逆
性
と
予
言
不
可
能
性
に
対
す
る
救
済

と
し
て
、
前
者
に
対
し
て
は
赦
す
能
力
、
後
者
に
対
し
て
は
約
束
し
約

束
を
守
る
能
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(
H
C
,
2
3
7
,
 2
6
3
)

。
前
者
が
過

去
の
行
為
に
か
か
わ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
不
確
実
な
未
来
に
か
か

わ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
予
言
不
可
能
性
に
は
二
重
の
性
質
が
あ
る
と
し
、

そ
れ
を
自
由
な
人
間
が
複
数
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
説
明
し
て
い

る

(
H
C
,
2
4
4
,
2
7
0
)

。
人
間
は
自
由
な
存
在
で
あ
る
か
ら
、
自
分
が
明

日
何
者
に
な
る
か
今
日
保
証
で
き
な
い
。
ま
た
、
行
為
す
る
同
じ
能
力

を
も
つ
複
数
の
平
等
な
人
間
た
ち
か
ら
な
る
共
同
体
で
は
、
自
分
の
行

為
の
結
果
を
予
言
で
き
な
い
。
約
束
す
る
行
為
は
こ
の
二
つ
の
性
質
を

持
つ
予
言
不
可
能
性
を
少
な
く
と
も
解
消
す
る
。

ロ
ッ
ク
の
場
合
、
労
働
、
財
産
、
同
意
と
契
約
は
相
互
に
関
係
し
あ

う
概
念
で
、
労
働
に
よ
っ
て
財
産
と
所
有
権
が
生
じ
、
こ
の
財
産
を
保

護
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
同
意
に
よ
っ
て
共
同
体
が
形
成

さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『
人
間
の
条
件
』
で
は
、
労
働
と
活
動
は
区

別
さ
れ
る
人
間
の
能
力
で
あ
り
、
約
束
に
至
る
の
は
活
動
の
予
言
不
可

『
革
命
に
つ
い
て
』
に
お
け
る
社
会
契
約
説

能
性
に
対
す
る
救
済
、
少
な
く
て
も
部
分
的
な
解
決
の
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
約
束
は
労
働
と
労
働
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る

財
産
の
問
題
と
結
び
つ
き
に
く
い
。
実
際
、
以
後
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
社

会
契
約
説
を
論
じ
て
も
、
約
束
を
労
働
や
財
産
に
結
び
つ
け
て
考
察
す

る
こ
と
は
な
い
。
近
代
の
社
会
契
約
説
に
お
い
て
、
所
有
権
や
財
産
の

問
題
は
中
心
的
な
位
置
を
し
め
て
い
る
が
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
社
会
契
約

説
で
は
、
財
産
の
問
題
は
あ
ま
り
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
な
い
。
ニ

で
み
る
『
革
命
に
つ
い
て
』
で
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
財
産
と
同
意
を
関

連
づ
け
て
は
い
る
が
、
そ
こ
で
は
約
束
は
同
意
と
明
確
に
区
別
さ
れ
、

そ
の
違
い
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

社
会
契
約
説
の
基
礎
と
な
る
基
本
的
な
真
実

こ
の
章
で
は
、
『
革
命
に
つ
い
て
』
を
中
心
に
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
が

社
会
契
約
説
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
を
見
る
。
そ
し
て
、
社

会
契
約
が
つ
く
る
社
会
が
『
人
間
の
条
件
』
で
の
社
会
と
社
会
的
な
る

も
の
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
る
。

社
会
契
約
説
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
は
、
六
三
年
の
『
革

命
に
つ
い
て
』
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
社
会
契
約
説
を
図
式
的
に
二
つ
に

分
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
そ
れ
を
社
会
契
約
説
I
と
社
会
契

約
説
II
と
呼
ぶ
。
三
で
見
る
一
九
七

0
年
の
論
文
「
市
民
的
不
服
従
」
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社
会
契
約
説

I
I
I社
会
と
統
治
者
の
間
の
契
約
。
こ
の
契
約
で
、

社
会
の
構
成
員
（
個
人
）
は
自
分
の
力
と
権
力
を
断
念
し
て
、

政
府
を
構
成
す
る
。
権
力
を
得
る
の
で
は
な
く
、
断
念
す
る
。

約
束
で
結
合
す
る
の
で
な
く
、
単
に
政
府
に
支
配
さ
れ
る
こ
と

へ
の
「
同
意
」
を
表
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

(
O
R
,
1
7
0
,
 2
6
2
)

。

ア
ー
レ
ン
ト
は
ピ
ル
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
か
ら
の
初
期
植
民
者

に
よ
る
開
拓
、
政
治
共
同
体
の
形
成
な
ど
の
経
験
に
つ
い
て
論
じ
、
彼

ら
は
社
会
契
約
説
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
考
え
を

実
行
に
移
し
た
と
し
、
社
会
契
約
の
考
え
に
ア
メ
リ
カ
が
負
っ
て
い
る

(3) 

も
の
は
巨
大
で
計
り
知
れ
な
い
と
し
て
い
る

(
O
R
,
1
6
9
,
2
6
0
)

。
ア
ー

レ
ン
ト
は
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
、
社
会
契
約
説
が
彼
ら
に
影
響
を
与

え
た
と
言
う
の
で
な
く
、
彼
ら
が
発
見
し
た
の
は
「
社
会
契
約
説
の
基

が
つ
く
ら
れ
る
。

で
も
こ
の
区
別
が
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
繰
り
返
さ
れ
る
。
た
だ
、
「
市
民
的

不
服
従
」
が
ロ
ッ
ク
の
契
約
説
を
社
会
契
約
説
I
だ
と
し
て
い
る
の
に

対
し
、
『
革
命
に
つ
い
て
』
で
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
ロ
ッ
ク
が
原
初
契
約

を
社
会
契
約
説

II
と
解
釈
し
た
と
し
て
い
て
、
ロ
ッ
ク
の
契
約
説
が
社

会
契
約
説

I
で
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

社
会
契
約
説
I
ー
個
々
人
間
の
相
互
契
約
で
、
互
酬
性
を
基
礎
と

し
、
平
等
を
前
提
と
す
る
。
そ
の
内
容
は
約
束
で
あ
り
、
こ
の

契
約
に
よ
っ
て
、
人
々
は
結
合
し
て
社
会
(
s
o
c
i
e
t
a
s
)
が
形
成

さ
れ
る
。
自
由
で
誠
実
な
約
束
に
よ
っ
て
、
新
た
な
権
力
構
造

礎
に
な
っ
て
い
る
少
数
の
基
本
的
な
真
実
」

(
O
R
,
1
7
 
4
,
 2
6
8
)

だ
と
す

る
。
植
民
者
は
、
未
知
の
地
の
自
然
に
対
す
る
恐
怖
か
ら
、
ま
た
不
確

実
な
未
来
に
対
し
て
立
ち
向
か
っ
て
い
く
た
め
に
、
お
互
い
に
協
力
し

あ
う
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
緒
に
結
合
し
て
市
民
政
治
体
を
つ

く
り
、
約
束
と
合
意
に
よ
っ
て
「
未
来
の
不
確
実
さ
の
大
海
の
中
に
安

(
4
)
 

定
性
を
与
え
た
」

(
O
R
,
1
7
5
,
2
7
0
)

の
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
が
重
視

す
る
の
は
人
間
の
も
つ
約
束
す
る
能
力
で
、
こ
の
能
力
に
よ
っ
て
未
知

の
地
に
安
定
し
た
新
た
な
世
界
が
創
り
出
さ
れ
た
。
「
約
束
し
約
束
を
守

る
人
間
の
能
力
に
は
、
人
間
の
世
界
形
成
能
力
の
要
素
が
あ
る
」

(
O
R
,

1
7
5
,
2
7
0
)

。
植
民
地
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
活
動
が
権
力
の

形
成
を
導
き
、
そ
の
と
き
発
見
さ
れ
た
約
束
と
契
約
と
い
う
手
段
に
よ

っ
て
権
力
が
維
持
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(
O
R
,
1
7
6
,
 2
7
1
)

。
こ

れ
が
ア
ー
レ
ン
ト
の
言
う
社
会
契
約
説
の
基
礎
と
な
る
「
基
本
的
な
真

実
」
で
あ
る
。

ア
ー
レ
ン
ト
は
こ
の
基
本
的
な
真
実
を
「
活
動
の
文
法
」
と
「
権
力

の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ん
で
い
る

(
O
R
,
1
7
5
,
 2
7
0
)

。
ア
ー
レ
ン
ト

の
考
え
で
は
、
植
民
者
は
「
政
治
活
動
の
基
本
的
な
文
法
」
と
「
権
力

の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
」
を
発
見
し
た
か
ら
こ
そ
、
生
き
延
び
る
こ
と
が
で

き
た

(
O
R
,
1
7
3
,
 
2
6
7
)

。
「
活
動
の
文
法
」
と
は
、
活
動
は
人
間
の
複

数
性
を
要
求
す
る
唯
一
の
人
間
の
能
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
「
権
力
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
」
と
は
、
権
力
は
世
界
と
し
て
間
に
あ

る
(
i
n
'
b
e
t
w
e
e
n
)
空
間
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
唯
一
の
人
間
の
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属
性
で
、

る
創
設
行
為
で
互
い
に
関
係
し
結
び
つ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(
O
R
,

1
7
5
,
2
7
0
)

。
こ
‘
つ
し
た
説
明
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
『
人

間
の
条
件
』
で
の
活
動
と
権
力
に
関
す
る
考
察
を
ア
メ
リ
カ
で
の
植
民

者
の
経
験
に
適
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
間
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

間
の
条
件
』

『
人
間
の
条
件
』
で
の
説
明

を
見
る
と
、
世
界
で
共
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
テ
ー
ブ
ル
が
そ
の
回

り
に
座
っ
て
い
る
人
た
ち
の
間
に
あ
る
よ
う
に
、
事
物
の
世
界
は
世
界

を
共
有
す
る
人
々
の
間
に
あ
っ
て
、
彼
ら
を
関
係
さ
せ
、
同
時
に
分
離

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

(
H
C
,
5
2
,
 
5
3
)

。
ま
た
、
『
人

つ
ま
り
、
活
動
し
話
す
人
た

で
は
、
権
力
は
公
的
領
域
、

ち
の
間
の
可
能
的
な
出
現
の
空
間
を
存
在
し
続
け
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
、

権
力
が
現
実
化
す
る
の
は
、
言
葉
が
現
実
を
開
示
す
る
た
め
に
使
用
さ

れ
、
行
為
が
関
係
を
確
立
し
、
新
し
い
現
実
を
創
造
す
る
た
め
に
使
わ

れ
る
と
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
た

(
H
C
,
2
0
0
,
 2
2
8
)

。
社
会
契
約
の

基
礎
に
な
っ
て
い
る
「
基
本
的
な
真
実
」
が
ア
ー
レ
ン
ト
哲
学
の
基
本

概
念
に
合
致
す
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
哲
学
で
重
要
な
概
念
で
あ
る
複
数

性
に
つ
い
て
言
う
と
、
ロ
ー
ル
ズ
が
『
正
義
論
』
で
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、
契
約
と
い
う
語
自
体
が
複
数
性
の
観
念
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、

ァ
ー
レ
ン
ト
は
、
も
の
が
公
共
的
で
あ
る
と
い
う
と
き
、
そ
の
も
の
が

「
最
大
可
能
な
公
開
性
」

(
H
C
,
5
0
,
 
5
0
)

を
持
つ
と
す
る
が
、

ロ
—
ル
ズ
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
契
約
と
い
う
語
に
「
公
開
性
」の

こ
れ
も

こ
の
空
間
に
よ
っ
て
人
間
は
約
束
し
約
束
を
守
る
こ
と
に
よ

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
人
間
の
条
件
』
で
の
「
社
会
は
、
そ

の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
活
動
の
可
能
性
を
排
除
す
る
」
と
い

う
テ
ー
ゼ
に
対
し
て
、
社
会
契
約
説
で
は
社
会
は
活
動
す
る
複
数
の
個

人
が
約
束
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

約
束
と
同
意
の
問
題

次
に
、
約
束
と
同
意
の
概
念
に
つ
い
て
、
『
革
命
に
つ
い
て
』
で
ア
ー

レ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。

三
で
見
る
「
市
民
的
不
服
従
」
と
ち
が
っ
て
、
『
革
命
に
つ
い
て
』
で

は
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
相
互
約
束
と
同
意
の
違
い
を
強
調
し
、
真
の
正
統

的
な
権
力
は
前
者
か
ら
生
ま
れ
る
と
す
る
。
ア
メ
リ
カ
革
命
の
人
々
に

と
っ
て
、
人
々
が
集
ま
り
、
約
束
や
契
約
や
相
互
誓
約
に
よ
っ
て
拘
束

し
あ
う
場
合
に
の
み
、
権
力
が
存
在
し
、
互
酬
性
や
相
互
性
に
も
と
づ

く
こ
の
よ
う
な
権
力
だ
け
が
正
統
的
権
力
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

国
王
や
王
子
や
貴
族
の
「
い
わ
ゆ
る
権
力
は
、
相
互
性
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
な
く
、
せ
い
ぜ
い
同
意
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
偽
り
の
強
奪
し

た
も
の
で
し
か
な
い
」

(
O
R
,
1
8
1
,
 
2
9
4
)

。
と
こ
ろ
が
、
ア
ー
レ
ン
ト

に
よ
る
と
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
革
命
の
人
々
の
議
論

は
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
と
同
じ
用
語
で
行
わ
れ
た
た
め
に
、
「
同
意
と
相
互

約
束
、
つ
ま
り
、
二
つ
の
社
会
契
約
説
の
基
本
的
な
違
い
」
に
気
づ
か

ず
、
革
命
時
の
権
力
を
誤
っ
て
同
意
概
念
で
説
明
し
た
の
で
あ
る

(
O
R
,

(5) 

条
件
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
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1
7
7
,
 

272)
。

同
意
と
約
束
の
両
者
で
は
、
約
束
の
方
が
よ
り
根
本
的
で
、
よ
り
重

き
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
る
と
、

ま,.、

ロ
ッ
ク

当
時
の
社
会
契
約
説
に
し
た
が
っ
て
、
原
初
契
約
を
権
利
と
権
力
の
政

府
も
し
く
は
共
同
体
へ
の
委
譲
、
つ
ま
り
、
相
互
契
約
で
な
く
、
個
人

が
権
威
に
対
し
て
自
分
の
権
力
を
断
念
し
、
生
命
と
財
産
の
保
護
と
交

換
で
、
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
す
る
と
い
う
協
定
で
あ
る
と
解
釈
し

た

(
O
R
,
1
6
9
,
 2
6
1
)

。
先
に
述
べ
た
社
会
契
約
説
の
二
つ
の
分
類
で
は
、

ロ
ッ
ク
は
社
会
契
約
説

II
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
革
命
に
つ
い
て
』
で
ア
ー
レ
ン
ト
は
財
産
と
同
意
を

関
連
づ
け
て
い
る
が
、
ロ
ッ
ク
で
同
意
が
問
題
に
な
る
の
は
、
財
産
の

保
護
の
た
め
に
共
同
体
を
形
成
す
る
と
き
だ
け
で
な
い
。
ア
ー
レ
ン
ト

が
取
り
上
げ
な
か
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
所
有

権
の
確
立
の
と
き
に
、
ロ
ッ
ク
が
「
同
意
に
も
と
づ
く
必
要
は
な
い
」

と
考
え
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
が
先
住
民
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
。

ロ
ッ
ク
の
考
え
で
は
、
「
（
共
有
の
も
の
か
ら
）
ど
の
部
分
を
取
る
か
は
、

(
6
)
 

共
有
者
全
部
の
明
示
の
同
意
に
も
と
づ
く
の
で
は
な
い
」
の
で
あ
り
、

私
が
労
働
を
加
え
た
も
の
は
、
だ
れ
の
同
意
も
な
し
に
、
私
の
所
有
物

に
な
る
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
「
征
服
」
論
に
お
い
て
は
、
外
来
の
征

服
者
が
住
民
を
統
治
す
る
と
き
、
そ
の
住
民
の
同
意
の
重
要
性
を
強
調

し
て
い
る
が
、
た
ん
な
る
土
地
の
占
有
に
か
ん
し
て
は
、
他
人
の
同
意

(
7
)
 

は
必
要
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ア
ー
レ
ン
ト
は
「
彼
ら
（
プ
リ
マ
ス
の
最
初
の
植
民
者
た
ち
）
は
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
の
土
地
を
買
い
、
自
然
の
単
純
な
原
理
に
従
っ
て
自
分
自

身
の
政
府
を
樹
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
…
彼
ら
は
立
法
、
行
政
、
司
法

の
統
治
の
全
権
力
を
、
独
立
し
た
個
人
間
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
契
約
の
明

白
な
根
拠
に
も
と
づ
い
て
行
使
し
つ
づ
け
た
」

(
O
R
,
3
1
0
,
2
8
9
)

と
い

う
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
言
葉
を
共
感
を
も
っ
て
引
用
し
て
い
る
。
し

か
し
、
現
実
は
そ
ん
な
き
れ
い
ご
と
で
は
す
ま
な
か
っ
た
。
先
住
民
か

ら
土
地
を
獲
得
す
る
の
に
「
買
う
」
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
的

な
方
法
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
一
七
世
紀
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

は
植
民
者
と
先
住
民
の
間
で
二
度
の
戦
争
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
先
住
民
(8) 

側
の
敗
北
に
終
わ
り
、
先
住
民
社
会
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。

『
革
命
に
つ
い
て
』
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
ア
メ
リ
カ
革
命
を
暴
力
に
支
配

さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
区
別
す
る
こ
と
に
熱
心
で
、
ア
メ
リ
カ
で
の

植
民
者
た
ち
の
暴
力
を
軽
視
し
て
い
る
。
「
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
植
民
に
役

立
っ
た
行
為
が
ど
ん
な
に
罪
深
く
、
ど
ん
な
に
獣
的
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
一
人
の
人
間
の
行
為
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
」

(
O
R
,
9
3
,
1
3
8
)
 

と
い
う
言
葉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
植
民
政
策
に
暴
力

が
構
造
的
に
内
在
し
て
い
る
と
は
考
え
な
い
の
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト

が
先
住
民
の
問
題
を
無
視
し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
彼
女
は
真
剣
に
取

り
上
げ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

間
の
条
件
』

同
じ
こ
と
を
別
の
観
点
か
ら
述
べ
る
と
、
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
人

で
は
、
約
束
す
る
の
は
、
万
人
が
行
為
す
る
同
じ
能
力
を
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「
市
民
的
不
服
従
」
に
お
け
る
同
意
の
問
題

社
会
契
約
説
に
お
い
て
は
同
意
は
重
要
な
概
念
で
あ
る
が
、
『
人
間
の

条
件
』
の
ロ
ッ
ク
解
釈
で
は
‘
労
働
と
財
産
に
つ
い
て
論
じ
て
も
、
そ

れ
を
同
意
概
念
に
関
連
づ
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
革
命
に
つ
い
て
』
で

は
、
同
意
概
念
が
問
題
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
こ
で
は
同
意
と
相
互

約
束
の
違
い
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
見
る
論
文
「
市
民
的
不
服

従
」
に
お
い
て
、
同
意
概
念
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
も
の
と
な
り
、

社
会
契
約
説
に
ふ
さ
わ
し
い
位
置
を
し
め
る
よ
う
に
な
る
。

六
十
年
代
ア
メ
リ
カ
の
公
民
権
運
動
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
な
ど
、

第
一
級
の
憲
法
上
の
危
機
は
二
つ
の
異
な
る
原
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
ア
ー
レ
ン
ト
は
い
ず
れ
も
同
意
概
念
に
関
連
づ
け

て
説
明
し
て
い
る
。
原
因
の
第
一
は
、
行
政
府
が
頻
繁
に
憲
法
に
対
し

「
市
民
的
不
服
従
」

に
お
け
る
社
会
契
約
説

も
つ
平
等
な
者
か
ら
な
る
共
同
体
で
の
行
為
の
結
果
の
予
言
不
可
能
性

を
乗
り
越
え
る
た
め
だ
っ
た
。
こ
の
言
葉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
約
束

す
る
と
き
に
平
等
な
者
か
ら
な
る
共
同
体
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
共
同
体
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
『
革
命
に
つ
い
て
』
で
は
、
こ

の
共
同
体
を
構
成
す
る
の
は
‘
互
い
に
約
束
を
か
わ
し
協
力
し
て
困
難

な
現
実
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
植
民
者
た
ち
で
あ
る
。
そ
う
し
た
約
束

の
共
同
体
か
ら
先
住
民
は
最
初
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

て
挑
戦
し
て
お
り
、
憲
法
に
も
と
づ
く
手
続
き
に
対
す
る
人
民
の
信
頼

が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
意
が
撤
回
さ
れ
た
の
で
あ
る

(
C
D
,
 8
9
,
 9
2
)

。
第
二
は
、
公
民
権
運
動
の
場
合
で
、
「
黒
人
や
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
」
が
ア
メ
リ
カ
共
和
国
の
最
初
の
「
全
員
の
同
意
」
に
含
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
自
覚
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る

(
C
D
,
9
0
,
 8
2
)

。
暗

黙
の
同
意
と
い
う
よ
り
も
、
暗
黙
の
う
ち
に
彼
ら
は
排
除
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
は
「
全
員
の
同
意
」
を
認
め
な

い
。
遅
れ
ば
せ
に
、
「
全
貝
の
同
意
」
に
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
を
入

れ
よ
う
と
し
て
も
、
彼
ら
は
そ
れ
を
信
用
し
な
い
。
こ
う
し
た
言
葉
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
二
で
見
た
『
革
命
に
つ
い
て
』
と
く
ら
べ
る
と
、

ァ
ー
レ
ン
ト
は
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
や
奴
隷
制
の
問
題
を
よ
り
真
剣
に

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
共
和
国
の
危
機
か
ら
、
ア
ー

レ
ン
ト
は
社
会
契
約
説
に
お
け
る
同
意
概
念
の
重
要
さ
を
一
層
認
識
し

た
の
で
あ
る
。

法
的
根
拠
に
も
と
づ
い
て
法
の
違
反
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
一
般
的

に
困
難
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
法
で
あ
る
以
上
、

市
民
的
不
服
従
を
正
当
化
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
が
主

張
す
る
の
は
法
的
正
当
化
よ
り
も
、
市
民
的
不
服
従
が
ア
メ
リ
カ
法
の

精
神
と
両
立
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
い
う
法
の
精
神
と

は
、
特
定
の
法
体
系
の
も
と
で
暮
ら
し
て
い
る
人
々
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
暮
ら
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
行
動
す
る
気
に
な
る
原
理
の
こ
と
で
あ
る
。

ア
ー
レ
ン
ト
の
考
え
で
は
、
ア
メ
リ
カ
法
の
精
神
は
同
意
で
あ
り
、
同
意
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こ
そ
、

ア
メ
リ
カ
法
の
精
神
に
し
て
ア
メ
リ
カ
の
統
治
の
真
髄
で
あ
る

(
C
D
,
 8
5
,
 7
7
)

。
そ
し
て
、
こ
の
同
意
は
相
互
に
拘
束
す
る
契
約
の
観
念

に
も
と
づ
い
て
い
る

(
C
D
,
9
4
,
 8
6
)

。

ア
ー
レ
ン
ト
は
同
意
を
ア
メ
リ
カ
法
の
精
神
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ

の
さ
い
、
同
意
と
い
う
語
は
ア
メ
リ
カ
的
に
理
解
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
書
く
の
は
‘
二
で
述

べ
た
よ
う
に
、
『
革
命
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
、
同
意
か
ら
は
真
の
権
力

が
生
ま
れ
ず
、
同
意
に
も
と
づ
く
の
は
国
王
や
貴
族
の
「
い
わ
ゆ
る
権

カ
」
で
あ
り
、
「
い
つ
わ
り
の
強
奪
し
た
権
力
」
で
あ
る
と
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
革
命
を
担
っ
た
人
た
ち
は
相
互
約
束
と

同
意
の
基
本
的
な
違
い
に
気
づ
か
ず
、
不
適
切
な
仕
方
で
同
意
と
い
う

語
を
使
用
し
た
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
『
革
命
に
つ
い
て
』
で
は
、

同
意
と
約
束
の
違
い
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
「
市
民
的
不

服
従
」
で
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
ア
メ
リ
カ
的
理
解
で
の
同
意
は
、
次
に

見
る
水
平
型
の
社
会
契
約
説
に
依
拠
し
て
い
る
と
し
、
そ
れ
は
「
公
共

の
利
益
に
か
ん
す
る
す
べ
て
の
事
柄
を
能
動
的
に
支
援
し
、
継
続
的
に

参
加
す
る
と
い
う
意
味
」

(
C
D
,
8
5
,
 7
7
)

で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
「
同

意
の
道
徳
的
内
容
は
、
あ
ら
ゆ
る
協
定
や
契
約
の
道
徳
的
内
容
と
同
様

に
、
そ
れ
を
守
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
責
務
は
あ
ら
ゆ
る
約
束
に
つ

き
も
の
で
あ
る
」

(
C
D
,
9
2
,
 8
5
)

と
、
約
束
と
同
意
は
不
可
分
、
あ
る

い
は
約
束
が
成
り
立
っ
た
め
に
は
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。

市
民
的
不
服
従
の
正
当
化

「
市
民
的
不
服
従
」
に
お
い
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
社
会
契
約
説
を
垂
直

(10) 

型
と
水
平
型
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
。
前
者
は
ホ
ッ
ブ
ズ
的
な
契
約
で
、

各
個
人
は
自
分
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
世
俗
的
な
権
威
者
と
協
定

を
結
び
、
そ
の
保
護
と
交
換
に
す
べ
て
の
権
利
と
権
力
を
放
棄
す
る
。

ア
ー
レ
ン
ト
の
考
え
で
は
、
こ
の
契
約
は
統
治
の
ア
メ
リ
カ
的
な
理
解

と
両
立
し
な
い
。
こ
の
契
約
は
政
府
の
権
力
の
独
占
を
要
求
し
、
個
人

は
身
の
安
全
が
保
障
さ
れ
て
も
、
す
べ
て
の
権
利
と
権
力
を
も
た
な
い
。

後
者
は
ロ
ッ
ク
型
の
社
会
契
約
で
、
こ
れ
が
も
た
ら
す
の
は
政
府
で
な

く
社
会
で
あ
る
。
こ
の
社
会
は
、
相
互
に
結
び
つ
き
を
つ
く
っ
た
後
に

政
府
に
つ
い
て
の
契
約
を
結
ぶ
各
個
人
の
同
盟
を
意
味
し
て
い
る
。
こ

の
契
約
は
各
個
人
の
権
力
は
制
限
す
る
が
、
社
会
の
権
力
は
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く

(
C
D
,
8
6
,
 7
8
)

。
ア
メ
リ
カ
的
に
理
解
さ
れ
た
同
意
は
こ

の
水
平
型
の
社
会
契
約
に
も
と
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
の
共
和
政
の
原
理
で

あ
る
。「
市
民
的
不
服
従
」
と
『
革
命
に
つ
い
て
』
で
は
、
ロ
ッ
ク
思
想
の
解

釈
が
ち
が
っ
て
い
る
。
二
で
見
た
よ
う
に
、
『
革
命
に
つ
い
て
』
で
は
、

ロ
ッ
ク
は
原
初
契
約
を
相
互
契
約
で
な
く
、
個
人
が
よ
り
高
い
権
威
に

対
し
て
自
分
の
権
力
を
断
念
し
、
生
命
と
財
産
の
保
護
と
交
換
で
支
配

さ
れ
る
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
の
協
定
と
解
釈
し
た
と
あ
る

(
O
R
,

1
6
9
,
 2
6
1
)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
市
民
的
不
服
従
」
で
は
、
ロ
ッ
ク
の
契

約
説
を
社
会
を
つ
く
る
水
平
型
の
契
約
説
と
し
て
い
る
。
た
だ
、

ロ
ッ
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ク
の
水
平
型
の
社
会
契
約
説
の
説
明
で
、
各
個
人
が
相
互
に
結
び
つ
い

た
後
に
政
府
に
つ
い
て
の
契
約
を
結
ぶ
と
ア
ー
レ
ン
ト
が
言
っ
て
い
る

の
は
、
ロ
ッ
ク
の
契
約
説
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
。
こ
の
契
約
は
「
統

治
契
約
」
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
ロ
ッ
ク
の
場
合
、
政
府
の
成
立

(11) 

は
契
約
に
よ
っ
て
で
な
く
、
信
託
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
一
方
、
ア
ー
レ

ン
ト
が
ロ
ッ
ク
の
社
会
契
約
が
も
た
ら
す
の
は
社
会
で
あ
っ
て
、
政
府

で
な
い
と
し
て
い
る
の
は
そ
の
と
お
り
で
、
『
市
民
政
府
論
』
で
は
、
政

府
の
解
体
と
社
会
の
解
体
が
明
確
に
区
別
さ
れ
、
社
会
が
解
体
す
る
と

政
府
は
存
続
で
き
な
い
の
に
対
し
、
政
府
が
解
体
す
る
と
、
社
会
は
自

己
保
存
の
権
利
を
行
使
し
て
新
し
い
立
法
府
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
。
社
会
は
専
制
を
逃
れ
る
だ
け
で
な
く
、
専
制
を
予
防

(12) 

す
る
権
利
を
も
つ
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
ロ
ッ
ク
の
社
会
概
念
に
依
拠
し
て

市
民
的
不
服
従
を
正
当
化
す
る
。

ロ
ー
ル
ズ
、
ド
ゥ
ウ
ォ
ー
キ
ン
、

論
と
比
較
し
て
み
る
と
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
、

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
市
民
的
不
服
従

ア
ー
レ
ン
ト
の
市
民
的
不
服
従
論
は
か
な
り

そ
の
特
徴
は
ア
メ
リ
カ
革
命
に
依
拠
し
、
ア
メ

リ
カ
革
命
を
参
照
し
つ
つ
議
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ー

レ
ン
ト
の
ア
メ
リ
カ
革
命
論
は
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
政

治
』
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
「
ア
メ
リ
カ
革
命
が
勃
発
し
た
。
人
民
主

権
の
教
義
は
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
か
ら
出
て
、
政
権
を
勝
ち
取
っ
た
」

(
O
R
,

(13) 

1
6
6
,
2
5
7
)

。
し
か
し
、
こ
の
革
命
精
神
の
「
飼
育
場
」
で
あ
る
タ
ウ
ン

シ
ッ
プ
（
コ
ミ
ュ
ー
ヌ
）
と
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
で
の
集
会
が
ア
メ
リ
カ
憲

法
に
織
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
『
革
命
に
つ
い
て
』
で
は
、
ア
ー
レ
ン
ト

は
そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
革
命
の
死
を
見
て
い
た
が
、
六

0
年
代
の
一
連
の

憲
法
上
の
危
機
で
、
ア
メ
リ
カ
の
「
最
古
の
伝
統
」
が
市
民
的
不
服
従

と
い
う
か
た
ち
で
よ
み
が
え
っ
た
。
市
民
的
不
服
従
は
「
ア
メ
リ
カ
の

最
古
の
伝
統
に
ぴ
っ
た
り
一
致
し
て
お
り
」
、
ア
メ
リ
カ
革
命
で
出
現
し

た
「
自
発
的
結
社
の
最
新
の
型
」

(
C
D
,
9
6
,
 8
8
)

で
あ
る
と
い
う
の
が

ア
ー
レ
ン
ト
の
主
張
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
考
え
で
は
、
自
発
的
結

社
は
、
制
度
の
失
敗
、
人
間
の
あ
て
に
な
ら
な
さ
、
不
確
実
な
未
来
に

対
す
る
ア
メ
リ
カ
独
自
の
救
済
策
で
あ
り
、
未
来
に
立
ち
向
か
う
た
め

の
伝
統
的
な
道
具
で
あ
る
(
C
D
,
1
0
2
,
 9
5
)

。
市
民
的
不
服
従
と
自
発
的

結
社
は
ア
メ
リ
カ
以
外
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
現
象
で
あ
る
と
ま
で
言

っ
て
い
る

(
C
D
,
9
8
,
 9
0
)

。
さ
き
ほ
ど
あ
げ
た
三
人
の
思
想
家
の
中
で
、

契
約
説
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
と
共
通
す

る
の
は
ロ
ー
ル
ズ
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
ロ
ー
ル
ズ
は
市
民
的
不
服

(14) 

従
を
正
当
化
す
る
の
に
ア
メ
リ
カ
革
命
に
依
拠
す
る
こ
と
は
な
い
。

社
会
契
約
が
つ
く
る
社
会
は
公
的
領
域
に
な
り
う
る

ベ
ン
ハ
ビ
ブ
は
ア
ー
レ
ン
ト
の
著
作
で
の
社
会
に
は
三
つ
の
意
味
が

あ
る
と
し
、
そ
の
中
で
、
『
ラ
ー
エ
ル
・
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
』
の
サ
ロ

(15) 

ン
で
の
社
交
性
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
お
け
る
社

会
的
な
る
も
の
の
再
読
が
、
近
代
的
状
況
で
公
的
世
界
の
再
生
の
意
味

に
つ
い
て
考
え
る
道
を
切
り
拓
い
て
く
れ
る
と
い
う
の
が
ベ
ン
ハ
ビ
ブ
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の
主
張
で
あ
る
。
公
的
生
活
の
再
生
が
、
国
家
の
強
化
で
な
く
、
国
家

か
ら
独
立
し
た
政
治
的
領
域
の
成
長
を
意
味
し
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
は

市
民
社
会
、
ア
ソ
シ
ェ
イ
シ
ョ
ナ
ル
な
社
会
に
お
い
て
で
あ
る
、
と
ベ

ン
ハ
ビ
ブ
は
言
う
。
本
小
論
が
テ
ー
マ
と
す
る
社
会
契
約
が
つ
く
る
社

会
の
意
味
は
、
ベ
ン
ハ
ビ
ブ
の
区
分
で
言
え
ば
、
第
三
の
意
味
に
近
い
。

し
か
し
、
ア
ソ
シ
ェ
イ
シ
ョ
ナ
ル
な
杜
会
を
考
え
る
の
に
、
ベ
ン
ハ
ビ

ブ
が
サ
ロ
ン
で
の
社
交
性
を
引
き
合
い
に
出
す
の
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

と
い
う
の
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
自
身
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ル
ソ
ー
が

反
抗
し
た
上
流
社
会
の
サ
ロ
ン
は
無
数
の
多
様
な
規
則
を
押
し
付
け
、

自
発
的
な
活
動
を
排
除
し
、
画
一
的
な
行
動
を
期
待
す
る
も
の
だ
か
ら

で
あ
る

(
H
C
,
4
0
,
 4
2
)

。
ア
ソ
シ
ェ
イ
シ
ョ
ナ
ル
な
社
会
に
は
、
サ
ロ

ン
で
の
社
交
性
よ
り
も
、
社
会
契
約
が
つ
く
る
社
会
の
方
が
適
合
し
て

い
る
。
実
際
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
社
会
契
約
説
を
論
じ
る
と
き
、
ア
メ
リ

力
革
命
時
の
自
発
的
な
結
社
（
ア
ソ
シ
ェ
イ
シ
ョ
ン
）
を
念
頭
に
お
い

(16) 

て
い
る
。
ロ
ッ
ク
の
水
平
型
の
社
会
契
約
で
は
、
政
府
が
解
体
し
て
も
、
「
い
っ

た
ん
設
立
さ
れ
た
社
会
の
権
力
は
そ
の
ま
ま
保
持
さ
れ
る
」

(
C
D
,
8
6
,
 

7
9
)

と
ア
ー
レ
ン
ト
は
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
社
会
の
権
力
」
は
い

か
な
る
も
の
か
。
そ
れ
は
『
人
間
の
条
件
』
で
の
公
的
領
域
を
存
続
さ

せ
る
も
の
と
し
て
の
権
力
だ
ろ
う
。
先
に
も
引
用
し
た
が
、
『
人
間
の
条

件
』
で
は
、
権
力
は
公
的
領
域
、
つ
ま
り
、
活
動
し
話
す
人
た
ち
の
間

の
可
能
的
な
出
現
の
空
間
を
存
在
し
続
け
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
、
権
力

が
現
実
化
す
る
の
は
、
言
葉
が
現
実
を
開
示
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
、

行
為
が
関
係
を
確
立
し
、
新
し
い
現
実
を
創
造
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る

と
き
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
『
革
命
に
つ
い
て
』
で
は
、
こ
う
し

た
権
力
概
念
を
使
っ
て
社
会
契
約
説
の
基
礎
が
説
明
さ
れ
て
い
た
。
社

会
契
約
に
よ
っ
て
成
立
す
る
社
会
は
公
的
領
域
に
な
り
う
る
も
の
で
、

社
会
の
権
力
は
そ
の
領
域
を
存
続
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
の

ベ
ン
ハ
ビ
ブ
の
言
葉
を
か
り
る
と
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
公
的

世
界
の
再
生
が
社
会
契
約
に
よ
る
社
会
、
ア
ソ
シ
ェ
イ
シ
ョ
ナ
ル
な
社

会
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
契
約
が
つ
く
る
社
会

と
、
『
人
間
の
条
件
』
で
の
社
会
と
社
会
的
な
る
も
の
、
つ
ま
り
、
公
的

領
域
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
社
会
的
な
る
も
の
は
ま
っ
た
く
正
反
対
の

も
の
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
思
想
に
お
い
て
、
ま
っ
た
く
正
反
対
の

社
会
概
念
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
ア
ー
レ
ン
ト
の
社
会
契
約
説
論
を
見
て
き
た
が
、
そ
こ
か

ら
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
社
会
契
約
説
に
は
彼
女
の
思
想
と
共
通
す
る
も

の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
ノ
ヴ
ァ
ン
も
そ
の
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
政
治
の
世
界
で
予
期
し
え
な
か
っ
た
新
し
い

こ
と
を
始
め
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
を
認
め
て
い
る
。
社
会
契
約
説
で

は
、
契
約
に
よ
る
新
た
な
共
同
体
の
創
設
と
い
う
始
ま
り
が
問
題
と
な(17) 

っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
考
え
に
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
は
自
分
に
都
合
の
い
い
仕
方
で
社
会
契

約
説
を
援
用
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
面
も
あ
る
。
一
の
最
後
に
述
べ
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位
置
を
し
め
て
い
る
の
に
、

財
産
の
問
題
に
重
き
を
置
か
な
い
。
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
。

で
見
た
よ
う
に
、
財
産
は
世
界
の
中
で
安
定
性
を
与
え
る
か
ら
、

ク
の
場
合
は
ま
だ
世
界
喪
失
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、

ロ
ッ
ク
の
財
産
所
有
者
か
ら
な
る
社
会
は
、
数
世
紀
の
発
展
の
後
に
、

大
衆
社
会
へ
と
発
達
し
、
そ
し
て
大
衆
社
会
で
は
公
的
領
域
は
社
会
的

な
る
も
の
に
征
服
さ
れ
、
公
私
の
区
別
は
社
会
的
な
る
も
の
の
領
域
で

消
滅
す
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
が
社
会
契
約
説
で
所
有
権
と
財
産
の
問
題
に

重
き
を
置
か
な
い
の
は
、
ロ
ッ
ク
の
財
産
所
有
者
か
ら
な
る
社
会
に
お

い
て
、
将
来
大
衆
社
会
に
発
展
し
て
い
く
社
会
的
な
る
も
の
の
台
頭
が

(18) 

思
想
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（注）『
人
間
の
条
件
』
、
『
革
命
に
つ
い
て
』
、
「
市
民
的
不
服
従
」
か
ら
の
引
用
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
H
C
、
O
R
、
C
D
と
略
記
し
、
引
用
箇
所
は
、
最
初
に
原
書
の

ペ
ー
ジ
数
を
、
次
に
参
考
し
た
翻
訳
書
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
し
た
。

T
h
e
 H
u
m
a
n
 Condition, T
h
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 of C
h
i
c
a
g
o
 P
r
e
s
s
 

『
人
間
の
条
件
』
志
水
速
雄
訳
中
央
公
論
社

O
n
 Revolution, P
E
N
G
U
I
N
 B
O
O
K
S
 

『
革
命
に
つ
い
て
』
志
水
速
雄
訳
筑
摩
書
房
ち
く
ま
学
芸
文
庫

Civil D
i
s
o
b
e
d
i
e
n
c
e
,
 Crises of T
h
e
 Republic, A
 H
a
r
v
e
s
t
 B
o
o
k
 

「
市
民
的
不
服
従
」
山
田
正
行
訳
（
『
暴
力
に
つ
い
て
』
み
す
ず
書
房
）

(
1
)

カ
ノ
ヴ
ァ
ン
の
『
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
の
政
治
思
想
』
（
寺
島
俊
穂
訳
、
未

来
社
、
一
七
五
頁
）
に
よ
る
と
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
社
会
概
念
に
は
二
つ
の
意

た
こ
と
だ
が
、

ロ
ッ

ロ
ッ
ク
の
社
会
契
約
説
で
は
財
産
の
問
題
は
中
心
的
な

ァ
ー
レ
ン
ト
は
ロ
ッ
ク
に
よ
り
な
が
ら
も
‘

こ
れ
も
一

(
4
 

3
)
 

2
)
 

味
が
あ
る
。
―
つ
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
私
的
領
域
と
の
類
推
で
、
つ
ま
り
、
肉

体
的
必
要
、
労
働
と
束
縛
の
領
域
だ
っ
た
家
政
と
の
類
推
で
考
え
ら
れ
て
い

る
社
会
で
、
近
代
社
会
は
こ
の
私
的
領
域
が
膨
張
し
た
も
の
と
見
な
す
こ
と

が
で
き
る
。
も
う
―
つ
は
、
上
流
社
会
と
そ
の
作
法
と
悪
徳
と
い
う
意
味
で

の
社
会
の
観
念
で
あ
る
。
そ
の
社
会
で
は
外
観
だ
け
が
重
要
で
、
画
一
性
が

支
配
す
る
。

『
、
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』
（
岡
野
八
代
・
志
水
紀
代
子

訳
、
未
来
社
、
二

0
0
一
年
）
で
は
、
ビ
ト
キ
ン
と
ベ
ン
ハ
ビ
ブ
の
二
つ
の

論
文
で
、
社
会
と
社
会
的
な
る
も
の
の
問
題
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
ベ

ン
ハ
ビ
ブ
の
論
文
「
パ
ー
リ
ア
と
彼
女
の
影
」
に
よ
る
と
、
ア
ー
レ
ト
の
著

作
に
お
い
て
、
「
社
会
」
と
い
う
語
に
は
三
つ
の
意
味
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

第
一
は
、
社
会
的
な
る
も
の
は
資
本
制
に
お
け
る
商
品
交
換
経
済
の
成
長
を

指
し
て
い
る
。
第
二
は
大
衆
社
会
の
局
面
を
示
し
て
い
る
。
第
三
は
こ
れ
ま

で
も
っ
と
も
検
証
を
受
け
て
い
な
い
も
の
で
、
社
会
的
な
る
も
の
は
「
社
交

性
」
、
つ
ま
り
、
市
民
社
会
と
市
民
的
な
協
同
体
（
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ア
ソ
シ

エ
イ
シ
ョ
ン
）
に
お
け
る
生
活
の
あ
り
方
を
意
味
し
て
い
る
。
(
-
四
三
頁
）

ピ
ト
キ
ン
の
論
文
に
は
注

(4)
で
言
及
し
た
。

「
社
会
契
約
が
も
た
ら
す
社
会
」
あ
る
い
は
「
社
会
契
約
が
つ
く
る
社
会
」

と
書
い
た
が
、
「
も
た
ら
す
」
と
「
つ
く
る
」
は
ア
ー
レ
ン
ト
の
英
語
表
現

で
は
b
r
i
n
g
a
b
o
u
t
で
あ
る
。

ピ
ル
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
の
「
メ
イ
フ
ワ
ラ
ー
・
コ
ン
パ
ク
ト
」
を
ル

ソ
ー
の
社
会
契
約
の
典
型
で
あ
る
と
し
、
ア
メ
リ
カ
合
州
国
の
原
点
で
あ
る

と
し
た
の
は
、
六
代
目
大
統
領
と
な
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ク
ィ
ン
シ
ー
・
ア
ダ
ム

ズ
の
一
八

0
二
年
の
演
説
に
お
い
て
で
あ
る
。
創
ら
れ
る
国
家
の
起
源
と
そ

の
神
話
化
。
大
西
直
樹
『
ピ
ル
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
と
い
う
神
話
』
講

談
社
、
一
九
九
八
年
、
一
三
二
頁
。

「
不
確
実
さ
の
大
海
」
と
い
う
表
現
は
『
人
間
の
条
件
』
の
「
約
束
の
力
」

を
説
明
し
て
い
る
箇
所
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

(
H
C
,
2
4
4
,
 
2
7
1
)

ア
ー
レ

ン
ト
は
約
束
を
不
確
実
な
未
来
に
で
き
る
だ
け
確
実
性
を
与
え
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
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6
)
 
7
)
 

(
5
)
 

ピ
ト
キ
ン
の
論
文
「
画
一
主
義
、
家
政
、
そ
し
て
ブ
ラ
ッ
ブ
の
襲
撃
」

は
、
『
人
間
の
条
件
』
に
お
い
て
「
社
会
」
と
「
社
会
的
な
る
も
の
」
と
い

う
語
が
一
緒
に
使
わ
れ
て
い
る
動
詞
を
調
べ
た
研
究
を
引
用
し
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
そ
の
他
の
存
在
物
を
「
吸
収
す
る
」
、
「
む
さ
ぼ
り
食
う
」
と

か
、
領
域
に
「
侵
入
す
る
」
、
「
征
服
す
る
」
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
か
ら
ピ
ト
キ
ン
は
「
ま
る
で

S
F
小
説
の
よ
う
だ
。
…
悪
魔
の
よ
う
な
怪

物
ブ
ラ
ッ
ブ
が
宇
宙
か
ら
現
れ
、
わ
た
し
た
ち
を
追
い
払
い
、
わ
た
し
た
ち

の
自
由
と
政
治
に
つ
か
み
か
か
る
」
（
八
一
頁
）
と
述
べ
、
ア
ー
レ
ン
ト
が

社
会
を
人
間
の
「
意
図
的
な
決
定
と
目
的
」
と
は
関
わ
り
の
な
い
「
不
可
抗

力
的
な
力
」
と
し
て
描
い
た
と
す
る
。
（
岡
野
・
志
水
訳
前
掲
書
、
八
七
頁
）

ピ
ト
キ
ン
の
解
釈
で
は
、
社
会
は
悪
魔
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ブ
と
言
わ
れ
て
、

非
合
理
的
と
言
っ
て
い
い
イ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
小
論
が
テ
ー
マ
と
す
る
社
会
契
約
で
は
、
当
事
者
た
ち

は
自
分
の
行
為
プ
ラ
ン
を
合
意
に
よ
っ
て
調
整
す
る
。
将
来
の
行
為
が
合
理

的
に
相
互
調
整
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
未
来
が
確
実
に
予
見
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
ロ
ー
ル
ズ
は
『
正
義
論
』
で
、
契
約
説
の
用
語
を
使
う
利
点
と

し
て
、
正
義
の
原
理
が
合
理
的
人
間
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
と
す
る
こ
と

で
、
正
義
論
を
合
理
的
選
択
の
理
論
の
一
部
と
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

社
会
契
約
に
よ
っ
て
成
立
す
る
社
会
は
、
人
間
の
意
図
と
目
的
と
は
関
わ
り

の
な
い
「
不
可
抗
力
的
な
力
」
で
は
な
い
。

J
o
h
n
 R
a
w
l
s
,
 A
 T
h
e
o
r
y
 o
f
 Justice, B
e
l
k
a
p
p
 H
a
r
v
a
r
d
 p.16
矢
島

鉤
次
監
訳
『
正
義
論
』
紀
伊
国
屋
書
店
一
三
頁

ロ
ッ
ク
『
市
民
政
府
論
』
（
鵜
飼
信
成
訳
岩
波
文
庫
）
二
八
、
三
四
頁

ア
メ
リ
カ
先
住
民
と
の
関
連
で
、
ロ
ッ
ク
『
市
民
政
府
論
』
に
お
け
る
財
産

の
問
題
点
に
つ
い
て
は
三
浦
永
光
著
『
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
市
民
的
世
界
』

（
一
九
九
七
年
、
未
来
社
）
を
参
照
。
植
民
者
が
「
荒
蕪
地
」
を
占
取
す
る

こ
と
、
ま
た
先
住
民
に
十
分
な
土
地
を
残
し
て
お
く
こ
と
を
条
件
と
し
て
、

ロ
ッ
ク
は
ア
メ
リ
カ
植
民
を
容
認
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
条
件
よ
り

も
重
要
な
こ
と
と
し
て
先
住
民
の
同
意
が
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
な
の
に
、
ロ
ッ

ク
は
土
地
の
占
取
の
条
件
に
同
意
は
必
要
な
い
と
す
る
。
(
―
二
三
頁
）
ロ

＾ 14 (11) 

(12) 

(13) 
10 
ヽ

(
9
 

(
8
 

ッ
ク
の
思
想
に
は
現
実
の
植
民
政
策
と
相
容
れ
な
い
点
も
い
く
つ
か
あ
る

が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
ロ
ッ
ク
の
言
葉
が
理
論
的
に
相
容
れ
な
い
と
い
う

意
味
で
あ
っ
て
、
ロ
ッ
ク
が
実
際
に
植
民
政
策
を
は
っ
き
り
批
判
し
た
の
で

は
な
い
。
(
―
二
八
頁
）

植
民
者
た
ち
が
土
地
を
獲
得
す
る
た
め
に
考
え
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

に
つ
い
て
は
、
三
浦
前
掲
書
、
一
―
六
頁
。
ま
た
、
一
七
世
紀
ニ
ュ
ー
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
で
起
こ
っ
た
植
民
者
と
先
住
民
の
二
度
の
大
き
な
戦
争
に
つ
い

て
は
、
同
じ
く
三
浦
前
掲
書
、
一
―
七
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
、
大
西
前
掲

書
、
「
第
三
章
プ
リ
マ
ス
植
民
地
の
影
」
を
参
照
。

こ
の
問
題
に
か
ん
し
て
、
高
橋
哲
哉
「
赦
し
と
約
束
」
（
日
本
哲
学
会
雑
誌

『
哲
学
』
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。
暴
力
に
走
っ
た
フ

ラ
ン
ス
革
命
と
違
っ
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
ア
メ
リ
カ
革
命
は
「
一
種
の
象
牙

の
塔
の
な
か
で
行
わ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
」
と
、
暴
力
と
無
縁
で
あ
っ
た

か
の
ご
と
く
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
ア
メ
リ
カ
革
命
の
人
々
の

「
活
動
」
は
先
住
民
や
奴
隷
貿
易
な
ど
の
「
根
源
的
暴
力
」
の
否
認
の
上
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
革
命
に
つ
い
て
』
と
「
市
民
的
不
服
従
」
を
比
べ
て
み
る
と
、
二
つ
の
社

会
契
約
説
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
ホ
ッ
ブ
ズ
型
が
社
会
契
約
説
II
に
、
ロ

ッ
ク
型
は
社
会
契
約
説

I
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
全
く
同
じ
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
同
意
概
念
の
位
置
づ
け
が
ち
が
っ
て
い
る
。
ホ
ッ
プ
ズ
型
で

は
、
「
協
定
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
、
「
同
意
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
な

、。ロ
ッ
ク
前
掲
書
―
四
九
、
一
五
一
頁

ロ
ッ
ク
前
掲
書
ニ
―
一
、
ニ
―
三
頁
、
ニ
ニ

0
、
ニ
―
九
頁

A
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
政
治
』
井
伊
玄
太
郎
訳
、
講
談
社
学

術
文
庫
上
巻
―
―
七
頁
。

ロ
ー
ル
ズ
「
市
民
的
不
服
従
の
正
当
化
」
（
『
公
正
と
し
て
の
正
義
』
田
中
成

明
編
訳
、
木
鐸
社
、
一
九
七
九
年
）
、
ド
ゥ
ウ
ォ
ー
キ
ン
「
市
民
的
不
服
従
」

（
『
権
利
論
』
木
下
毅
他
訳
、
木
鐸
社
、
一
九
八
六
年
）
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
「
市

民
的
不
服
従
」
（
『
新
た
な
る
不
透
明
性
』
河
上
倫
逸
監
訳
、
松
籟
社
、
一
九

llO 



18 
ヽ

17 (15) 

(16) 
九
五
年
）
。

三
つ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
注

(
1
)
で
述
べ
た
。

ア
ー
レ
ン
ト
の
著
作
に
は
、
ア
メ
リ
カ
革
命
の
人
々
の
以
外
に
も
、
危
機
的

な
、
あ
る
い
は
革
命
的
な
状
況
で
自
発
的
に
結
集
し
、
協
力
し
て
事
態
に
対

処
し
て
い
く
人
び
と
の
例
が
い
く
つ
か
登
場
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
と
き

の
パ
リ
で
出
現
し
た
コ
ミ
ュ
ー
ン
、
ロ
シ
ア
革
命
の
と
き
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
‘

ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
の
と
き
の
評
議
会
。
さ
ら
に
、
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
の
と
き

に
ド
レ
フ
ュ
ス
を
擁
護
す
る
た
め
に
集
ま
っ
た
人
び
と
も
危
機
的
状
況
で

結
集
し
た
人
た
ち
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

カ
ノ
ヴ
ァ
ン
前
掲
書
、
一
五
六
頁
。
カ
ノ
ヴ
ァ
ン
は
両
者
の
共
通
性
を
指
摘

し
て
は
い
る
が
、
社
会
契
約
説
の
社
会
概
念
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
な

、。現代
的
な
「
大
衆
社
会
」
と
区
別
さ
れ
る
古
典
的
な
「
市
民
社
会
」
観
念
の

形
成
者
と
し
て
の
ロ
ッ
ク
の
政
治
思
想
に
つ
い
て
は
、
松
下
圭
一
著
『
市
民

政
治
理
論
の
形
成
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）
を
参
照
。

（
く
ろ
せ
つ
と
む
近
畿
大
学
非
常
勤
講
師
）
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